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野菜や果物に含まれるカロテノイドは、抗酸化作用や抗炎症作用といった生体調節機能が知ら

れているが、オートファジーへの影響は未だ十分に解明されていない。従来のカロテノイドに

関する研究では、オートファジーの分解量(オートファジーフラックス)の定量的な評価がなされ

ておらず、カロテノイドがオートファジー制御に与える具体的な影響に関するデータは現時点

では十分に確立されていない。また、細胞内でのカロテノイドの感知機構も不明である。本研

究では、カロテノイドを対象に、オートファジーフラックス測定プローブを用いて定量的な解

析を行った。また、カロテノイドの感知システムと細胞応答の関係を解明することを目的とし

た。本学会において、カロテノイドのオートファジー活性評価によりオートファジーフラック

スの定量的な評価の重要性を示し、カロテノイドの機能性に関して感知機構の観点から議論す

ることができたと考えている。 
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